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32 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2016 Nov 24-26；神戸． 
104)  加茂徹大，林 智秀，津村貢太朗，山谷和正，桑山直也．内頚動脈閉塞病変に対し再開通療法を行った 3 例．第 32
回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2016 Nov 24-26；神戸． 
105)  山本博道，桑山直也，宮島 謙，栗本昌紀，黒田 敏．母血管閉塞で治療し得た頭蓋内動脈末梢部解離性動脈瘤 2
例の検討．第 32 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2016 Nov 24-26；神戸． 
106)  秋岡直樹，柏崎大奈，桑山直也，野口 京，黒田 敏．CT dual energy imaging の脳血管内治療領域への応用．第 32
回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2016 Nov 24-26；神戸． 
107)  城 泰輔，秋岡直樹，柏崎大奈，富田隆浩，桑山直也，黒田 敏．ONYX, NBCA による術前塞栓が極めて有用であ
った巨大頭蓋骨腫瘍の 1 例．第 32 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2016 Nov 24-26；神戸． 
108)  秋岡直樹．「教育講演」疾患・応用 2：CAS，頭蓋内狭窄．第 32 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会 CEP；
2016 Nov 24-26；神戸． 
109)  水野英一，熊野智康，中川美琴，永井正一，富田隆浩，黒田 敏，栗本昌紀，菊地壮一，藤井久丈．Koos Grade 4
聴神経鞘腫に対するサイバーナイフを用いた分割定位照射．日本放射線腫瘍学会第 29 回学術大会；2016 Nov 25-27；
京都． 
 
◆ その他 
1)  桑山直也．「特別講演」硬膜動静脈瘻治療の最先端．Kagoshima Neurovascular Intervention Conference；2016 Feb 5；鹿
児島． 
2)  桑山直也．「特別講演」経静脈的アプローチの極意．第 1 回 Dural Shunt & Anatomy 道場 East；2016 Feb 20；東京． 
3)  桑山直也．耳鳴と脳血管内治療．第 9 回岡山めまい研究会；2016 Feb 24；岡山． 
4)  堀恵美子．脳動脈瘤の CFD 解析．第 4 回 TOM ぶり街道カンファランス；2016 Mar 12；下呂． 
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5)  林 智秀．悪性神経膠腫における TOPK の臨床的意義．第 4 回 TOM ぶり街道カンファランス；2016 Mar 12；下呂． 
6)  秋岡直樹．頚動脈狭窄症におけるリスク評価スコア．第 4 回 TOM ぶり街道カンファランス；2016 Mar 12；下呂． 
7)  加茂徹大．未成年者静脈洞血栓症の 2 例．第 4 回 TOM ぶり街道カンファランス；2016 Mar 12；下呂． 
8)  柏崎大奈．もやもや病治療のリスク管理．第 4 回 TOM ぶり街道カンファランス；2016 Mar 12；下呂． 
9)  富田隆浩．頭蓋頚椎移行部〜胸髄 dAVF に手術支援．第 4 回 TOM ぶり街道カンファランス；2016 Mar 12；下呂． 
10)  柏崎大奈，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．SPECT-DTARG 法による脳血行再建術の周術期合併症の予測の有用性．
第 19 回千里浜脳循環代謝カンファレンス；2016 May 28；金沢． 
11)  桑山直也．脳梗塞（虚血）に対する脳血管内治療．富山県病院薬剤師会；2016 Jun 10；富山． 
12)  山本修輔，富田隆浩，永井正一，黒田 敏．左小脳橋角部腫瘍の一例．第 53 回北陸脳腫瘍懇話会；2016 Jun 11；金
沢． 
13)  桑山直也．脳血管内治療における抗血小板剤療法とその合併症．Scientific Exchange Meeting；2016 Jun 23；さいたま． 
14)  桑山直也．「教育講演」anterior condylar confluence．脳血管内治療ブラッシュアップセミナー2016；2016 Jun 30-Jul 2；
神戸． 
15)  秋岡直樹，桑山直也，柏崎大奈，黒田 敏．ONYX を静脈側に penetration させて根治を得た on the wall type dural AVF 
の 1 例．脳血管内治療ブラッシュアップセミナー2016；2016 Jun 30-Jul 2；神戸． 
16)  赤井卓也．Craniosynostosis 治療・研究の課題．第 12 回 craniosynostosis 研究会；2016 Jul 9；宮城． 
17)  柏崎大奈．もやもや病の周術期合併症予測における SPECT の役割．脳循環代謝サマーキャンプ 2016；2016 Jul 9；
横浜． 
18)  加茂徹大，林 智秀，津村貢太朗，山谷和正．原因不明の SAH 後多発脳梗塞の 1 例．第 97 回富山県脳神経外科医
会；2016 Jul 13；富山． 
19)  岡本宗司，久保道也，堀恵美子，柴田 孝，梅村公子，堀 聡，堀江幸男，古井英介，桑山直也，黒田 敏．血栓
化の進行と再開通を繰り返した末に破裂した高齢者 VA-PICA 動脈瘤の一例．第 97 回富山県脳神経外科医会；2016 Jul 
13；富山． 
20)  桑山直也．硬膜動静脈瘻の病態と治療．福岡大学講演会；2016 Jul 15；福岡． 
21)  秋岡直樹，柏崎大奈，瀬川莉恵子，桑山直也，黒田 敏．治療後に急速に眼症状が憎悪した海綿静脈洞部硬膜動静
脈瘻の一例．第 18 回脳教カンファランス；2016 Jul 16；山口． 
22)  堀 聡．脳動脈瘤クリッピング術において，意識している事，改善してきた事，未だ困難な事－開頭，シルビウス
裂開放を中心に－．富山マイクロ手術道場；2016 Sep 3；富山． 
23)  秋岡直樹．頸動脈内膜剥離術－門下生の経験より．富山マイクロ手術道場；2016 Sep 3；富山． 
24)  桑山直也，黒田 敏．「シンポジウム」CEA か？CAS か？－越中八策による頚動脈治療－．第 32 回ブレイン・ファ
ンクション・イメージング・カンファレンス；2016 Sep 24；京都． 
25)  柏崎大奈，山本修輔，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．内頚動脈狭窄症のプラークと全身炎症に関する研究．第 98
回富山県脳神経外科医会；2016 Nov 16；富山． 
26)  桑山直也．「特別講演」頚動脈狭窄症に対する血行再建術．平成 28 年度第 2 回富山脳卒中地域連携の会；2016 Nov 30；
富山． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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